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福山市立旭小学校の紹介福山市立旭小学校の紹介

お互いのよさを認め
合い，
仲間と共に伸びる子

心やさしい子 たくましい子

自ら学ぶ子

自ら課題を見つけ，自ら学び，自ら考え，主体的
に判断する子

学んだことを生活に
生かし，
最後までやりぬく子

本校の

現状分析
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当てはまる

だいたい

あまり

まったく

５０％５０％

自分の思いや考えが発表できますか。

保護者アンケートから （H１７．９）

友だちの発表をよく聞いている ８５％

わが子は自分の考えをはっきり
と言うことができる。

６３％

わが子は正しいことばづかいが
できている。

６１％

一人一人に生きる力をはぐくむ道徳教育

－ かかわり合い，認め合おうとする
子どもの育成をめざして ―
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研 究 仮 説

道徳の時間に，他の人とのかかわ
りの内容項目に重点を置き，さらに
国語科で培った「読むこと」・「話
すこと・聞くこと」の力を，道徳の
時間に生かすことができるならば，
お互いにかかわり合い，認め合おう
とする子どもになるであろう。

今年度の重点目標

お互いの考えや気持ちを言葉で適切
に伝え、お互いに尊重し合い望ましい
人間関係をつくるために必要な、人と
かかわる力

伝え合う力を養う

伝え合う力とは

１，道徳の時間の充実１，道徳の時間の充実

研究の概要

２，国語科の基礎基本の定着

３，家庭・地域との連携

①年間計画の見直し

他の人とのかかわりの内容項目の重点化

１，道徳の時間の充実

学期に一度，学校全体で取り組む道徳の授業

本年度の重点項目（内容項目２）一覧表 は学校で統一して行う内容項目 は，総合単元的な道徳学習
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②話し合いの充実

道徳のねらいを深め合う
話し合いの充実に向けて

キーワード “充実”

導入 資料 話し合い 生活を見つめて

体験活動

読む力 話す・聞く力

国語科

行事

資料分析 発問の工夫

資料提示の工夫

・ねらいにせまる話し合いの授業分析

事例① 道徳の時間指導計画・記録

一見思いやりのある行為も，よく考えると相手のためにならないことに気づき，相手のことを考えようとする
心情を育てる。

主題名

内容項目

ねらい

相手の気持ちを考える

２－（２）

資料名

出 典

何かがちがう

（学校図書）

学習活動 主な発問と予想される児童の反応 支援○と評価☆ 児童の反応

１ 導入

２ 本時

（ は，「ねらいにせまる児童の発言」）（ は，「ねらいにせまる児童の発言」）

○人に親切にされて助けてもらったり，気持ちがよかったりし
たことはありませんか。
・貸してもらって助かった。
・保健室まで，連れて行ってくれた。

○ケンジ君は，その後どうしたと思いますか。
・自分がかわりにあやまる。
・ケンジ君に知らせる。
・一緒にあやまる。
○後半を読みます。ケンジ君のしたことは親切だと思いますか
・おかしいと思います。
・シンゴ君や車の持ち主のことを考えていない。
・シンゴ君が本当のことを知ったら悲しむ。
・本当のことをはなしてほしい。
・車の持ち主は，うそをつかれると腹を立てる。

○他の話も読みます。それぞれの主人公に言いたいことはあ
りませんか。
・優しいことをしているようにみえるが，うそをつくのはよくない。
・親切にしているが，忘れ物をする友だちのためにはならない

省略

○ 誰かに親切にし
てもらった時のこ
とを想起し，助
かったこと，うれ
しかったことなど
プラスイメージを
ふくらます。

☆ 人のために役立
とうという優しい
気持ちはあるが一
方的なものとなっ
てしまっているこ
とに気づいたか。

○ する側からされ
る側に視点を移動
し，親切をしても
らう側の問題点に
も着目させる。

授業後に
記入

中心発問・補助発問と児童の発言

T 1：後半の話を読みます。ケンジ君のしたことは親切だと思いませんか。
C 1：これって，へんじゃろ。これって，シンゴ君にうそついている。
C 2：これいけんじゃろ。
T 2：なぜ，いけないと思ったんですか。シンゴ君は，安心したんじゃあないのかな。
C 3：運転手さんの立場なら，一言でもあやまってほしいと思います。
C 4：うそをつかれるよりも本当のことを話してくれるほうがいいと思っているはずです。
C 5：これは，おもいやりなんかじゃあないし，今，話をしている人にもうそをついている。
C 6：でも，シンゴ君は後で本当のことを知ったら悲しむと思います。

T 3：ケンジ君はシンゴ君のことを思って言ったんだよね。
C 7：でも，車の屋根にボールを当てたのは，シンゴ君なんだからシンゴ君があやまらないといけないと思います。
C 8：車の持ち主は，シンゴ君が当てたのが事実なんだから，ケンジ君にあやまってもらっても意味がないと思います。

うそをついてまで安心させてほしくないと思います。

T 4：なるほどね。では，本当のことをシンゴ君が知ったらどうだろうか。
C 9：シンゴ君は悲しむと思います。

C10：うそがわかったらいやな気持ちになるからです。うそをつかれることが悲しい気持ちになると思います。

C11：私は，ケンジ君が運転手さんやシンゴ君にうそをついて，後で本当のことを知ったら，どちらとも腹を立てると思い
ます。

中心発問・補助発問と児童の発言

板書計画を立て，焦点づけた板書の工夫
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道徳
コーナーの
充実

板書を簡潔にまとめた道徳掲示 キーワード
“かかわり合い認め合う”

５年生

縄跳び発表

６年生

鉄棒発表

自覚 責任感

あこがれ

向上心

１学期 ２学期 ３学期

全校

縦割り班活動

メッセージカード

事例）総合単元的な
道徳学習

教 科  道 徳 の時 間  特別活動・総合的な学習の時間等 意 識 の 流 れ  

主 題  奉 仕 活 動  ４ 月 ②

４ － （ １ ）役 割 と責 任  

資 料 名「 奉仕 委員 会活 動」

ね らい  

自 分 の 役 割 と 責 任 を 自 覚

し， 主 体 的 に 果 たそうとい

う意 欲 を培 う。  

主題 自分を見つめて ５月⑦

 １ － （ ２ ）不 撓 不 屈  

資料名「 私 の 宝 物」  

特活「委員会決め」①

学 校 生 活 を よりよ

く し て い こ う と す

る意 欲 を持 つ 。  

さわやかタイム「読書」⑤

「一年生に読み聞かせ」 

最高学年として，良

き伝統を作り上げよ

さわやかタイム「アート」④ 

「 折 り紙 作 り」  

相手に喜ばれると

いう目的で折り紙を

作る。 

① 責 任 の あ る 仕

事 を し て い く

ぞ。  

② リ ー ダ ー と し

て，どの ような

行 動 を と れ ば

い い の か が 分

か った。  

③ 自 分 に で き る

も う 一 つ 難 し

い 種 目 に チ ャ

レンジするぞ。

④ 一 年 生 に 喜 ば

れ る よ う に 一

生 懸 命 に 折 り

紙 を作 ろう。

⑤ 一 年 生 が 喜 ん

で く れ る よ う

体 育      ③  

「鉄棒発表に向けて」

めあてに向かって，チ

ャレンジすることの大

切さを知る。 

国 語      ⑥  

「短歌・俳句を味わおう」

学 校 生 活 を 毎 日 記

         ６ 年  総 合単 元 的 な道 徳 学 習の 計 画          １ 学 期  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総 合 単 元 名       かえがたい体験を… 

めざす子ども像   

みん なに 役 立 つ 取 り組 みを着 実 に が ん ば る子  

ね らい  

こつ こつ と積 み重 ね てい くことの 大 切 さを知 り， 意 欲 を持 たせ る。  

中 心 項 目  

 １ － （ ２ ）不 撓 不 屈  

関 連 項 目  

４ － （ １ ）役 割 と責 任  

単 元 設 定 の 理 由  

 子どもたちの価値観の中に，自分にとって得な事柄に関しては積極的に取り組んでいくが，大変な作業が伴うことや汚れること，

自分の時間を制約される事柄について，できればさけて通ろうとする傾向がある。また，無理をして何かを手に入れようとするのでは

なく，たやすく答えを求めようとする傾向にもある。今回，子どもたちが損だと思っている事柄の中にこそ，生きていく上での宝物が

あることに気づかせ，人のために行動する機運を作っていきたい。 

６年生

鉄棒発表

関連項目
ねらい

　①

②

③

　　③

　②

⑥

　④

⑤ ⑤

　

　

誠実 明朗
4－（4）

　一学期には，仲間とともに学校の規則を守ることやそうじなどの奉仕活動を一生懸命にすることの大切さを学び，実践が
出来るようになった。二学期に入って，集団の意識をさらに高めていくために，規律を守るための声かけをする関係から自
分たちで高まっていこうという目標を持った行事活動等を計画し，悩みながらもお互いに助け合いながら，全員が喜びの持
てる集団になるために本単元を設定した。

単元設定の理由

とする子ども
仲良し集団から，お互いが高め合える集団をめざ
し，相手のことを考え，言い合える関係をつくろう
とする態度を養う。

1 （5）
愛校心

 音楽　　10月～

「音楽発表会にむ
けて」
ねらい

　仲間として声を
かけながら，音楽
劇を成功させよう
と団結することが
できる。

教科 特別活動・総合的な学習の時間等道徳の時間 常時活動 意識の流れ

主題　誠実な心で
   　 １－（５） 10月
資料名「五色のしか」

ねらい
　恩をあだで返すことへ
のおかしさに気づき，誠
実に生きようとする心情
を養う。

児童会行事・練習
　　　　10月～
「あさリンピック」

ねらい
　縦割り班の一員として他
学年のことも考えながら協
力して活動しようとする態
度を育てる。

 「学級掃除」
ねらい
　班で協力する
ことができ，さら
に目当てを持っ
て，一生懸命に
そうじに取り組む
ことができる。

　総合　　10月～
「福山のやさしさ発見」
ねらい
　いろいろな人の立場に立って
自分たちの町を見ることで

①友だちと心を合わ

せ，よりよい歌声に

仕上げていきたいな

②他の学年の人と協

力して縦割り班のま

とまりを高めよう。

③相手を裏切ったり

してはいけないな。

誠実に接することは

大切なんだな。

④点字は，目の不自

由な人にとっては便

利で大切なものなん

だな。点字を勉強し

てみたいな。

⑤相手のことを思っ

てしたことがお互い

にとってよかったん

だな。

⑥いろいろな人の立

場に立ってみると，

自分たちの町のいい

ところやもっとよく

したいところが見え

てきたな。

⑦思いやりの心を

もっていきていくと

いうことは素晴らし

いことなんだな。マ

ザー=テレサのように

誰にでも思いやりの

心をもって接するこ

とができるのは，す

ごいことだな。

⑧友だちとアドバイ

スをし合うとお互い

に記録をのばしてい

けるんだなあ。

⑨みんなでやりとげ

るっていいな。友だ

ちと一緒に、もっと

「リコーダーの
練習」

ねらい
　友だちと助け
合いながら音楽
発表会に向けて
進んで練習しよう
とする態度を育て
る。

「縦割り掃除」
　　　　10月～

ねらい
　他の学年と力
を合わせながら
進んで働こうとす
る態度を育てる

 国語　　　10月
「『伝え合う』とい
うこと」

ねらい

　自分の考えを持っ
て，相手に分かりや
すく話すことができ
る。

主題　信じ合い
　　　助け合って
　２－（３)  11月
資料名「ミレーとルソー」

ねらい
　ルソーの手をにぎ
りしめ，涙するミ
レーの言動から友を
大切にしようとする
心情を養う。
　

  

主題　信じ合い
　　　助け合って
　２－（３)  11月

資料名「いのりの手」

ねらい
　ハンスの自己犠牲
の姿とその思いに気
づくデューラーの言
動から友を大切にし
ようとする心情を養
う。
　

  

よりよい
町にしよ
うとする

気持ちを
育てる。

４年生

地域安全マップ発表

児童会
行事

４年生による
旭地域安全マップの説明

総合単元名

中心項目

関連項目
ねらい

単元設定の理由

　①

②

③

　   ④

　　　　　⑤

　子どもたちは，後３か月で最高学年となる。児童会選挙や，六送会，卒業式の準備など最高学年を意識した行
動が増えてくる。これまで子どもたちは，６年生の姿を見ても大半は６年生の仕事だとわりきっていた。しかし，６
年生になったら自分たちがしなければいけないという気持ちは持っている。そこで，旭小学校のよき伝統を受け継
ぎ，さらによりよい学校にしようとする意欲をもたせるために，この時期新しいリーダーとしての自覚を促し，意識し
て生活することが大切であると考え本単元を設定した。

めざす子ども
旭小学校の伝統を受け継ぎ，みんなで協力してよ
りよい校風をつくろうとする子ども

４－（６）　愛校心

４－（１）　役割・責任
２－（５）　感謝　学校を担っていく新しいリーダーとしての役割を

自覚すると共に，これまでの伝統を受け継ぎ，み
んなと協力してよりよい校風をつくろうとする態度
を養う。

　最高学年に向けて  （１月～３月）

教科 特別活動・総合的な学習の時間等道徳の時間 常時活動 意識の流れ

主題　集団の中で
　４－（１）　１月
資料名「音で作るウルト
ラマンの世界」
ねらい
　自分の役割と責任を自覚
し，協力して自分に任された
仕事をやりとげようとする態

度を育てる。

主題　みんなんのために
２－（５）　　２月
資料名「みんなのため
に」
ねらい

体育　１月
「なわとび全校
発表にむけて」

ねらい
　なわとび発表
の練習を通して，
高学年としての責
任を果たそうとす
る態度を育てる。

学級活動　２月
　「児童会選挙」
ねらい
　児童会選挙活動を通
して，学校のリーダーと
して自分の役割を果たそ

うとする態度を育てる。

総合的な学習の時間
１月～　「人のために
できること」
ねらい
　働く人々の思いをま
とめ，分がこれからで
きることを考える。
　

係活動

ねらい
　一人一役
の係活動
を，自分の
役割を責任を
持ってやり遂
げようとす
る。

①学校のためになに
ができるのだろう
か。

②自分の仕事は責
任をもってやりきろ
う。

③高学年の姿をなわ
とび発表であらわそ
う。

④これからは自分た
ちが旭小学校リー
ダーとして，責任を
もって頑張ろう。

⑤感謝に気持ちを大
切にしよう。

⑥学校がきれいにな
るとみんなも喜んで
くれるのでうれし

５年生の三学期の構想図

５年生

縄跳び発表
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鉄棒発表を見た
子どもたちの

休憩時間の過ごし方

感動の

メッセージを

４年生から

５年生へ

事例）総合単元の評価
１ 子どもの意識の連続について

・音楽のリコーダー練習で感じた思いが，道徳の時
間「何かがちがう」につながった。
・道徳の時間の配置も意識の連続が図られた。
・後半に「学級遊び」や「そうじ」を位置づけたこ
とで，仲間と共に高まり合う実践の場となった。

２ めざす子ども像にどう迫れたか

仲間を思いやりともに伸びようとする子ども仲間を思いやりともに伸びようとする子ども

ルールを守れない人に向かって
注意ができない

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

総合単元前 総合単元後

（人）

自分勝手なこうどうをしないで，
協力して参加することができる

0
2
4
6
8

10
12
14
16
18
20
22
24
26

総合単元前 総合単元後

（人）

４年生一学期の
総合単元

総
合
単
元
構
想
を

示
し
た
掲
示
物

２，国語科の基礎基本の定着
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○教室の掲示（話すこと・聞くこと）

朝のスピーチタイム
（１年生）

わたしは，きのうし
たことを，みんなに
しょうかいします。

低 中 高

ア
読書的な読むこ
と

易しい読み物 いろいろな読み物 必要な図書資料を選んで読む

イ
叙述内容に即し
た読むこと

時間や事柄の順序 段落相互の関係 目的や意図に応じて要旨を読み取ること

ウ
想像的な読むこ
と

場面の様子
場面の移り変わりや情
景

登場人物の心情や場面の描写などを読み
取ること

エ
事象と感想，意
見にかかわる読
むこと

自分と友達との感想，
意見の比較

事象と感想，意見の関係を押さえ，自分
の考えを明確にしながら読むこと

オ
目的的な読むこ
と

目的に応じた読み方 必要な情報を得るための効果的な読み方

カ
声に出しての読
むこと

語や文としてのまと
まりや内容，響きな
どを考えながら読む
こと

内容の中心や場面の様
子がよく分かるように
読むこと

内容

読むこと

道徳の時間

資料の読み取り
道徳的心情・判断力

○国語科の基礎基本の定着

最後に，白鷹さんの生き方について考えた。白鷹さんの思いを読み取ったことから，白鷹さんはどんな人か考えた。話し合
いの中で一人一人の意見が出やすいように小グループ（２，３人）で話し合って，考えをまとめ，全体に出して話し合って
いった。全体ではなかなか意見を出しにくい児童も，２，３人での話し合いでは意見を出すことができた。また，友だちの意
見を聞きながら，グループの意見をまとめることもできた。

（２）「伝え合う力」について
「千年の釘にいどむ」から読み取ったことを話し合う場面では，友だちの意見を聞いて，自分の考えを深めている姿が見え

た。

この他にも授業の感想で，「みんなで意見を出し合ったので楽しかった。」
「白鷹さんの思いを発表できてよかったです。」「みんな自分の思いを出し
合っているのでよかったです。」などがあり，一人一人意見を出し合い，自分
の考えを深めることができた。

白鷹さんがどんな人か考えるとき，何回も何回も作り直して，いい釘を作ろうと思っている白鷹さんは，すごく負けずぎらい
だなと思いました。でも，それだけでなく友だちの意見をきいて，最後まであきらめない人だと思いました。私も白鷹さんの
ような人になりたいなと思いました。

３ 成果と課題

○ 一次感想から，学習課題をみんなで考える活動を通して，児童一人一人
が最後まで意欲的に学習に取り組むことができた。

○ 読み取る力をつけるために，キーワードを探し，それから分かることを
考え，文章に書くことに取り組んだ。キーワードをもとに，自分の思いや考
えを書くことで深い読みをすることにつながったと考える。しかし，自分の
体験と比べて考えを書くことはできなかった。もっと，現代の釘や，その本
数などを実際にふれることでさらに深い読みにつながったのではないかと考
える。

○ 読み取ったことをみんなに伝えるために，まず小グループ（２，３人）
で交流し，それをもとに全体へと進めた。グループでの交流では，自分の意
見が出せ，全体で交流もできた。しかし，グループで出した意見がそれぞれ
関連した意見にならず交流だけになってしまったのが残念である。もっと，
「職人の意地」などの言葉に焦点をしぼって考えさせることが必要だったと
考える。

指導案にも明記

ときめこうときめこう ふんばろうふんばろう つながろうつながろう

学校学校

ＰＴＡＰＴＡ 地域地域

家庭家庭

子育て三原則の推進

３，家庭・地域の連携

家庭との連携

「私の家庭では」のアンケート
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伝え合う力の意識調査の結果
と

成果・課題

0% 20% 40% 60% 80% 100%

低(H17.  9）

低(H18.10）

中(H17.  9）

中(H18.10）

高(H17.  9）

高(H18.10）

当てはまる

だいたい

あまり

まったく

７０％７０％

自分の思いや考えが発表できますか。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

６月

１０月

６月

１０月

６月

１０月

あてはまる あてはならない

低学年

中学年

高学年

①腹が立ったとき，解決するために，
自分の気持ちをことばで伝えることができます。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

６月

１０月

６月

１０月

６月

１０月

あてはまる あてはならない

低学年

中学年

高学年

②自分と違う意見も受けいれながら，
自分の考えを話すことができます。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

６月

１０月

６月

１０月

６月

１０月

あてはまる あてはならない

低学年

中学年

高学年

③あなたをよくわかってくれる友だちがいます。 成果

①児童の話し合いの時間を充分とれるようになった。

児童に伝え合う場ができた。

②教師の補助発問や切り返し発問の改善が図られた。

児童は深く広く事象を見つめ，考え，自分の生活と
関連づけた発表ができるようになった。

③児童どうしがかかわり合おうとする姿がよく見られるように
なった。

児童はかかわり合い支え合いなど，認め合おうとす
る姿が日常よくみられるようになった。




